
第2期中部山岳国立公園パートナーシッププログラムの活動イメージ
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地域主体

地域産業

ブランド価値の向上や
利用促進に向けた取組み
・商品へのロゴの掲示
・展示会の開催
・ＰＲイベントの実施 等
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発信

連携

保護・活用

【強化】パートナー同士の連携
・情報共有ツールの活用による定期的な連携
・推進中のプロジェクトへの参画  等

パートナーシップ会員

地域主体と連携した取組み
・地域活性化や環境整備を
進める団体の設置、運営 等

国内外からの国立公園利用者の拡大や満足度の向上、人々の自然環境の保全への理解の深化及び国立公園の
保護と利用の好循環を生み出し、中部山岳国立公園の所在する地域の持続可能な発展につなげる

【強化】環境保全や地域循環につながる取組み
・再生可能エネルギーの導入支援
・保全にお金が使われる寄付制度や基金の運用
・地域産材の活用推進  等
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